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ひとこと

　春を感じる季節になると、日中、乳幼児をつれて外出するお母さんたちと出会

う機会も多くなる。赤ちゃんと一緒で楽しそうだ。でも、かなり重そうな荷物を

持っているお母さんも多い。楽しい外出だけれど、替えのおむつに、着替えに、

おもちゃに、おやつに、タオルに、ゴミ袋に、帽子に、傘にとどんどん荷物が増

えてしまうからかもしれない。前に赤ちゃんを抱え、細い腕で重そうな荷物を持

っている。

　つらそうに階段を登りはじめるのを見ると、「お手伝いしましょうか？」と声を

かけようと思う。しかし、恥ずかしながら、躊躇してしまうことも多い。「お手伝

いしましょうか？」と言って近づいたら、「結構です（変なおじさんだなあ、あっ

ち行って）」と言われたくない気持ちがどうやらある。

　勇気を振り絞って、「お手伝いしましょう」と声をかけ、「ありがとう、助かり

ました」と言われるととても嬉しい気持ちになる。「結構です」と迷惑そうに言わ

れることもある。小さく首を振って「結構です」を表現されることもある。その

ような経験が、「お手伝いしましょう」と声をかけることを踊躇させるのがもしれ

ない。

　昨年末、ロンドンの街を歩いていると、同じように赤ちゃん連れで大きな荷物

を持ったお母さんにたくさん出会った。階段などに近づくと、たまたま居合わせ

た男性たちが、当然のように「お手伝いしましょう」と声をかけ、お母さんたち

も当然のように「ありがとう」といって荷物を持ってもらっていた。そして何気

ない会話をかわして、階段を上がると、何事もなかったかのように他人に戻る。

そんな心地よい場面にたくさん出会った。日本では、躊躇してしまうことも多い

私であるが、ロンドンの地では、気軽に声をかけ、「ありがとう」と受け入れても

らえた。

　文化や慣習の違いといってしまえばそれまでである。しかし、「お手伝いしまし

ょうか？」と声をかけ、「ありがとう、助かりました」と気軽に頼める、そんなや

りとりは、地域社会をきっと楽しい場にする。そんな未来へ進んでいきたい。

編集委員長・新保幸男
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総論

『子どもの育ち』に今何が必要か

慧欝灘麟。。、。螂。。担，。。柏鑓薩

1．社会の変容

　社会が激動し、仙値観の流動化が進んでいる。近年

の社会における人々の価値観の特徴について社会福祉

に関連付けて簡潔にまとめると、（1）集団から個人へ、

②保護から自立へ、（3）供給者．ll体から利川者三i三体へ、

（4）集権から分権へ、（5）公から民へ、⑥隔離から地

域へ、といった方向への揺らぎを挙げることができる。

こうした動向のなか、つながりの喪失と倫理観の欠如

は、現代日本社会が陥っているもっとも重い病といっ

てよい。

2．子どもの育ちと社会

　こうした価f直観の流動化や現代III本の病は、子ども

の育ちや子育てにも大きな影響を与えている。

（1）子どもを生み育てにくい社会

　いま、わが国においては、子どもを生み育てにくい

社会が急速に進行している。厚生労働省の統計によれ

ば、平成17年の川生数は106万人、合計特殊出生率

は統計史上最低の1．26である。これで、川生数は、第

三次ベビーブームの到来も考えられてよいこの時期

に、第二次ベビープームのピークである昭和48年の

209万人の半数にまで減少した。

　また、平成8年4月に160万人程度だった保育所入

所児童数は、出生数の減少にもかかわらず近年急激に

増加し、平成18年4月には200万人となり、統計史上

最高を更新している。保育所人所児童は、この10年

間で25パーセント増加したことになる。なのに、待

機児童はまだ2万人もいる。これに伴い、放li果後児童

クラブの大規模化が進み、登録児童も急増している。

家庭で子育てをする親子に対する支援が少ないため、

また、地域における子どもの安全が確保されにくいた

め、保育所、放課後児童クラブという最大の子育て支

援施設・事業に利用希望が集中しているのである。

　さらに、平成17年度の子ども虐待件数は3万4，472

件で、全国統計が開始された平成2年度の実に31倍と

なった。特に、子どもに必要とされる1比話を行わない

というネグレクト（育児の怠慢・拒否）の件数、割合

がじわじわと増加している。施設や里親のもとで暮ら

す子どもの数も増えている。配偶者暴力の犠牲になる

1騒子もあとを絶たない。

　このように、子どもという存在をこの世から減少さ

せ、また、子どもを育てる役割を学校や保育所、専門

家に委ね、さらには、そのことさえ放棄する杜会が急

速に進行している。子どもが育つこと、子どもを生み

育てることを社会が十分に評価していないため、子育

ての苦労が喜びを一ヒ回り、次第に忌避されていってい

るのである。これまで家族や地域社会によって担われ

てきた子育ち・子育ての機能の社会化が、今こそ必要

とされている。
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（2）1用い込まれるr・ども達

　　・ノ」、r・どもの発達、成艮にまつわる具体的ニーズ

も顕在化している　家庭や学校、地域における人人の

J：どもへの不適切な養育・関わりはあとを絶たない

体liilやいじめもなくならない．．地域社会においては∫・

どもの遊び場の不足がみられ、また、有害なチラシの

配布や第渚による児～li：への暴行なども続いている

地域における∫・どもの安心・安全が揺らいでいるので’

ある，そのため、保育所や学校、放課後児恒クラブに

r一どもが囲い込まれつつある．．さらに、心ない人入に

よってr・どもが性の対象にされ、また、r一どもを消費

者とみなすコマーシャルが氾濫しその心を蝕んでいっ

ている、．

　現イli、施設や川り↓のもとで生活せざるを得ないJLど

もたちも・1万人に達しようとしている．．こうしたr一ど

もたちは、近年、増加の・途をたどっている　増え続

けるf’ども虐待によってr一どもが被った心の傷は、い

ったい、どのように川復されているのであろうか

　少年による凶悪犯罪をはじめとするr・どもの各純の

心理・行動ヒの問題も顕在化している、．このことは、

r・どもの人間関係の縮小化や希薄化、r・どもの川きる

力の低卜’といった現象と無縁ではない．∫・どもがスト

レスに1肘える力を低ドさせ、心川・行動ヒの問題を引

き起こしやすくしていることが考えられる

　現代のブどもたちの特徴の・つとして、「生きた体

験が乏しい」ということが挙げ’られる、．急速に進展し

た情服社会のなかで、∫・どもたちは、テレビ、ファミ

コン、コンピコ．一タゲームなどを通じて、本物ではな

い「擬似体験」として社会を知り、成長していく．、ま

た、こうした牛活のなかで、人と人との生の触れ合い

も不足し、社会性や他M’に対する共感性などが育ちに

くいことも指摘されている。
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3．「子どもの育ち」に今何が必要か

　こうした状況のなか、r一どもの育ちに何が必要とさ

れているのであろうか　そして、それらをどのように

提供していくことができるのであろうか、r・どもは、

特定の人人との愛着囲係〔親r・の絆）の形成をヒ台と

して、多くのr一ども、人人との関わり（つながり）を

通して成長していく　必要な対’策のヒな視点は、以ド

の・1点である

　まず、第・に、r一どもの発達段階やその時期O）親の

ライフコースに合わせた対策が、LJJれIlなく川意され

ていることが必要である．第：に、f£　J’・の絆の形成と

紡ぎ直しを容易にすることが必要とされる　第…に、

多様な人問関係（つながり）の保障である．．そして、最

後に、「］’・どもを守りきる」視点の大切さを挙げたい

（D発達段階とライフコースに応じた切れ川のない支援

　まず、乳幼児期には、特にライフコースに応じた施

策の・刊茨性を挙げたい　共働き家庭、Jll共働き家庭そ

れぞれのJt一体的ニーズに応じた施策を幅広く川意する

とともに、施策の対’象（個入か家庭か）や方向性Oli1’tL

的とするか特定のライフコースをモデルとしてインセ

ンティヴがはたらく仕組みとするかなど｝について検

ii」’が必要である．．t特に保育サービスの充実は欠かせな

い親になることは〉≒：びである反lrll、危機をtftんでい

ることにも留意し、たとえば、～1、元門家とともにF育て

ケアプランなどを作成する試みなども爪要と思われ

る。さらに、∫・どもの成長をともに喜べる仲川や知lif

に相談に応じられる〔1〔凹職〔」Yr’て支援者や保育1：｝

の存在が必要である、

　続いて学洞Ulにおいては、仲間集団による自川な遊

び、スポーツ等を通じて社会性の潮養を図るとともに、

教育環境整備が肛要である、．また、放課後生活保障や

放課後児激クラブの充実も欠かせない．．盗みや万引き

などの過ちが始まる吋期でもあり、1…Ulの川談体制の

3　111∫leのLEI’i’（：と母性



［特集］1「’r・どものWち』に今何が必要か

充実力s望まオしる、、

　思春期においては、これまで外に向かっていた関心

が1’IJ：び内に向けられ、自我による衝動の統制、親から

の心理r1勺自立、親友の獲得、自我理想・自我同・rj：．の

獲得、異性に対する愛情などが課題となる。不安定な

時朋であるだけに心理’行動上の問｛題がおこりやす

く、教育、医療、福祉の連携した専門的な相談支援体

制が必要である、、また、健全育成対策がエアポケット

となっている部分でもあり、援助者のもと、自川に集

える場の確保やボランティア体験などの拡充が必要で

ある．性やいのちを大切にする教育なども求められる。

（2＞親了・の絆の形成と紡ぎ直し

　親子の絆は、親子だけではなかなか形成できず、ま

た、すぐにもつれてしまう，ドイツθ）哲学者ショーペ

ンハウアーの以ドの寓活『ヤマアラシのジレンマ』を

想起したい、、「雪の降る冬の川奥の洞穴にすんでいた2

匹のヤマアラシが、寒さをしのこうとお’／｛1いに身体を

寄せ合おうとすると、お互いの糠が刺さって痛くてた

まらない、、かといって離れると寒くてしかたがない。

いろいろ［夫して、やっと2匹は、寒くも痛くもない

距離をみつけることができた。」いわゆる専業il婦家

庭の親．r・は距離が近すぎてお互いの疎が痛くなりがち

であり、共働き家庭は距離が遠すぎて寒くなりがちで

あるといってよい．

　また、「絆」はもつれやすい。しかし、糸は好んで

もつれたのではない，。もつれを解こうともがけばもが

くほどそれぞれを縛り、傷つけてしまうこととなる、、

愛と憎しみはtE反対のものではなく、隣接しているも

のであるltf’ども虐待のように、誰かが、もつれた絆

の問に人って紡ぎ直しをしていかないと、お互いを縛

ってしまうのが親子の絆である。

　こうした特性をもつ親子の絆をしっかりと形成し、

もつれた糸を紡ぎ直すためには、第三者や専門家の存

llヒ界の児童と母性　4

在が欠かせない，，以前はそうした第一三者が地域にいた

が、現在は、それを社会の仕組みとして用意しなけれ

ばならない，，民生児ri’［委貝、．1三任児竜委員といったボ

ランティアのほか、保育1．；、保健師やソーシャルワー

カーの存在が欠かせないものとなる。親．r・が絡まりあ

っている場合には、後述するとおり、強制的に介人で

きる仕組みも必要である．、

（3）多様な人との関わりの保障

　’f一どもに多様な大人との、あるいは子ども岡］：の関

わりを保障することが必要である。

　こども未来財団の2004　iil三調杏報告によると、子育て

の千助けが小さい親は子育てを‘II’1：労と思いがちであり、

また、子ども時代に多様な人との関わりのなかで育っ

た親は、r一育てについて周囲の手助けが多いというt．t

さらに、近所の大人との関わりが多い高校生は、子育

てに対するイメージがよいことなどが示されている。

　r・どもをまん中にして、人と人とがつながる仕掛け

を幅広く川意することにより、こうした条件は遊成さ

れる。文字どおり『r一はかすがい．1を生活場而におい

て其現化しなければならない。

　特に非共働き家庭や育児休業中の親∫・に対し、乳幼

児の健全な育成のための新たな保育システムを整備す

べきである、筆者らは、それを「基本保育」と1呼んで

いる。

　基本保育制度とは、簡単にいうと、「就学前児竜は、

その年齢に応じ甲．独で又は子どもの保護者とともに、

・定の時間、基本保育を利川することができる」とい

う制度である。この構想の基本的視点は、「了・どもは、

人と人との関わりの中でこそ健全な成長が図られるv」

ということである。現代はそうした関わりを保障する

地域におけるつながりが得にくいため、たとえば、0

歳児は1週間に2時間、たとえばつどいの広場や保育

所等で親子・緒に、ないしは了どもだけで保育を受け



ることができること〔これを0歳児における　「’．基本保

育」と名づける．）とする、、そこで、r・どもは、他の親

に抱っこしてもらえる、他のf’どもとr・をつなぐ経験

をもつことができる、、そうすることで、r・どもの健全

な成長を社会が保障する責任を果たすという構想であ

る　このような基本保育を就学llirまで．・定時間を旅W↓

することとし、それを活川しない保護者に対しては、

訪問活動等を行うことによりて育児困雄や孤・フニにlll・期

に対’応することをめざす．

　もちろん、本構想については、今後、さらに詳細な

検向’が必要であるが、このような仕組みを創㍑するこ

とによ’）て、r・どもの育ちと保護者のr・育て支援とを

向ウ：させていくことが求められている．また、この仕

組みに、」㌘育て支援者と保護者との協働によるr・育て

支援プランづくり等を付加すれば、文字どおり、r・ど

もの川産やf・育てを契機として、親の新たな人生設計

をともに杉えることもできるであろう、「社会連帯に

よる次iU：代育成支援」を1㌘育亡パr・tiてのキーワード

としたい，

（4）f’どもを守りきる

　岐後に、システムにおいても、艮体的援助において

も、「∫・どもを守りきる」ことの大L）Jさを訴えたい

筆者は、厚牛労働省社会保IRr審議会児巾部会児ドi’i：虐待

等要保護事例の検証に関する‘、ly．門委Lユ会並びにrl治体

においてr一ども虐待による死亡，川列の検証を行ってい

る．、その経験から、死亡事例を牛み川した背嫉に、援

助担’1借の」1§本的な援助観に係る課題が横たわってい

ることが碓認できる．．つまり、「’家族との関係をIW視

し過ぎる姿勢やそれに偏った対’応方針が、結．果的に判

断の遅延などにつながりやすいという状況が共辿して

みられた」（第1次報告ll｝：）という点である．．相談援助

機関として家庭への強制介人に限定的で、任意的ノ∫法

による援助関係を屯視するP法を大切にしてきた児・」δ

［特集］．〆i’どもの育ち」に今f可が必要か

禍祉1、～《門職の援助姿勢はJil∬解できるものの、今後は、

「r・どもの命を守ることを最優先」にする姿勢とシス

テムの旅il，1が求められる．

　r一ども虐待による犠牲があとを絶たない現在、「r一

どもを守りきる」ことを最優先にしたシステムと援助

観、援助方法を確立することが必要とされているので

ある．．

4．おわりに

　このほか、社会的養渥卜’にあるr・ども達に対しては、

温かで・Vtした人川関係やケアの継続、心の中の親と

の和解、自らの責任ではない」r情によって引き受けな

ければならなかった現在の境遇に対’する・定の納得へ

の支援瞥；も必要とされる、．そして、これらの課題は専

1‘‘1家の支援や・定の生活環境がなければ達成されない．

本年2月から厚生労働省において1今後ll指すべき児liτ

の社会的養護体制｝こ関する構想検U’会」が開始されて

いるが、礼会的養護ドにある∫一ども達の育ちの支援の

ための体制整備がもっとも必要とされているのである

文i款

U柏女霊峰［tf｝Y9］「児巾：福祉の近未斗ξ」ミ7一ルヴァ，1　1，　JI－

2）｛↓1女‘、Ll［「嘩！2〔｝〔｝71　「ユ見fに↓E　IW．WIIIII：，frel第8‖反lj　F澱く1｝rl｝「rノ｝

3川fl※霊峰［2〔〕051「次III：代育成支援と｛勾：育．1全川杜会禍↑11：協

　Ilx会

．ll柏女㍑峰120〔）51　i』こころの道標」ミネルヴァfullki

5）伯友霊峰編120（）51『jl∫町村発f・ども家庭継1祉」ミネルヴ・r

　il”J｝

6W1女∵・i：峰i2〔）061「r’ども家庭福祉・保育のあたらしい1［1／　UF．ll

　生活｝1｝；院

7）こどもAk米財1’・tl1200，il［．∫・育一こ1こ1瑚’4’る意1限IJIJ介」

キーワード：社会連帯による次世代育成支援

　平成15年8月、厚生労働省の次世代育成支援のあり方

に関する研究会がまとめた報告柵の題名「社会連帯による次

世代育成支援に向けて1から取った言葉である。子どもを生

み育てることをもっと社会が評価し、制度においても、具体

的支揺においても、社会における人と人との連帯（つながり）

を基本として構築しようとする考え方である。保護救済的な

理念に代わる新しい子ども家庭福祉の理念として注目されて

いる。

5　111：界の児［L「i：と1りr〃rlモ



．墨園r子どもの育ち』1こ銅が糎力・

　　さまざまな養育の場から

　　　　児童養護施設

～現場の視点から～

　我が国の社会的養護システムのひとつである児童養護施設。その児

童養護施設が少子化を背景とする社会の子育て事情に深く関係してい

ることをご存知だろうか。〈子ども虐待〉の顕在化が社会問題となっ

て久しいが、実は虐待相談件数の中で親子分離ケースの86％（平成

15年度社会福祉行政業務報告）を受け入れているのが児童養護施設

（全国558箇所）なのである。現状では虐待に限らず施設利用の子ども

たちが後を絶たない。その子どもたちにどんな養育を提供するのか。

家庭にかわって養育をあずかる児童養護施設の生活システムは大別す

ると大舎制、中舎制、小舎制、そして地域の家屋で暮らすグループホ

ームなどがある。ここでは、それぞれの立場でEl々取り組まれている

子どもの養育に焦点を当て、そこから見える現場の子育てに示唆を得

ようとするものである。

＼∠．
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［特集］「子どもの育ち』に今何が必要か

「子どもの声」から学んだこと
　　　　　　　　やすかわ　　　みのる

綱脳服安川　実

1．はじめに

　「子どもの育ちに今何が必要か」を「×舎制」の視

点でまとめる依頼を受けた。40年問の私的な経］険によ

る結論は、了Lどもの育ちに形態としては「児童養護施

設近未来像ll」の志向と阿じく「小規模化・分散化」

である。しかしこれは一般論であり、現実的には、い

くらか法整備されたとは言え、突践者のパッションや

法人の自助努力に負うところが大きい。拙論では、大

舎制一般で掲題について論じるのではなく（もとより

そのような力祉はない）、実践の場に在る者として当

園の物理的・人的環境をスケッチした上で「子どもか

ら学んだこと」としての「子どもの育ちに今何が必要

か」を考えてみたい。

2．物理的・人的環境について

　本園と2つの分園から成り立っている。本園は幼児

から高校生までの「立て割り」で3ブロックあり，各

ブロックは2グループで構成されている。食事は調理

場で作られるが、各グループの居室にも小さなキッチ

ンがあり食事も居室単位でとる。叩学・高校生以上は

個室あるいは二人部屋であるが、食事は各居室の「居

間」に集ってとる。分圃は敷地内に一棟、近隣に・…棟

あり、共に対而式のキッチンで職Uはr一どもの様子を

見ながら食事の準備をしている。

　2006年12月1日現在、当園の「直接処遇職員」と

子どもとの比率は18：55である。しかしこれは1織輿

が24時間勤務の場合の数値であり、実際は（労働21』準

法に従えぱ）親から離れることを余儀なくされた子ど

も9人に対して親代わりはユ人という計算になり、こ

れでも国の示す配i雌基準を上回っているのである。こ

のように社会から（政治から）ネグレクトされている

児rix養護施設で生活する子どもたちに対して、私たち

にできることは何か？

　以下、「最低基準改定」というllヒ的な「夢」はとり

あえず横に置いて、「子どもに信頼される大人になる」

といった質的な「夢」の実現を，II心にして、「子ども

の育ちに今何が必要か」を子どものケースを通して考

えてみたい。

3．子どもの声から学んだこと

（1）H子さん一子どもと共に歩むこと

　1｜1生と同時に乳児院に預けられ、その後当園で育っ

たH子は、中学3年を迎えた頃から登校をしぶりはじ

め、筆舌に尽くし卿い数々の「事件」を起こした。そ

れらの事実を知り心配した児癒‡11談所は、他の社会資

源の利川を示唆した。私たちは彼女が生みの親に捨て

られ、今度は育ての「親」から離されることに対’して

慎蒐であった。連日連夜にわたる議論の後、私たちは

「H子のために何ができるかわからないけれど一緒に

いたい」（担当保育士）という専門家の失笑を買うよう

な結論をだしたc担当保育士をしてこう言わしめた背

景に、彼女のブロックのチームワークとそれを支える

職蝋全体のまとまりがあった。あれだけ悩み苦しんだ

担当者がH子との生活を継続する道を選択した裏に

は、生活を共にしてきた担当保育士の彼女への深い思

いがあったことはいうまでもないが、岡じ建物の中で

7　肚界の児：情と母性



〔牛眺］『了・どもの育ち』に今何が必要か

小活する多くの仲間の存在が大きなtt一因であったこと

は否定できない。

　現在30代後半を迎えている彼女とのつながりは続

いているのだが、当時彼女が白らの体を張って私たち

に提起した問題は、思春期の大きな仕邸を彼女一．・人に

させようとしたこと、換詫すれば、彼女と共に歩む姿

勢が私たち大人に欠けていたことではなかったか，，

　あれ以来20イ1’余年、職員の在り方をテーマにした

学習会を継続してきた。新任職貝と施設長との学習会、

全職nでの職員会前の輪読会、職U自身の課題を含め

た養言刻1標の設定、エンカウンターグループやPRH

といった自己洞察のトレーニングへの参加…、、f’ども

に関わる大人が1『分の弱さや未熟さ等を認識し共に歩

むことが「f’どもの育ちに今何が必要か」に応える第

・歩であることを、H了から学んだのだと思う、、

②M子さん　心と乖離のない言動を

　母親からの虐待を措置理由に」～6校2年で人所し20歳

で定時制高校を¶業して退所したM子は、その直前ま

で担’【］保育．［．：と激しくぶつかってきた、「あの職員を

何とかしてや1」と園長室に怒鳴り込んできたことも

・度ならずあった、その保育上とM子との「戦脚」範

囲は広く、園全体を巻き込むこともあった。それをと

りなしてきたのは同じブロックの児童指導貝でありt

ある時は主任指導貝であった。しかし波乱万丈の4年

の歳月を経ての退所前夜、この二人は一つの床で夜を

徹して語りあったというt／．「ねえちゃん（保育lr）と真

剣にケンカできて嬉しかった」とMF、「この人は自

分を見放さない、と思える相手になれたのであれば、

それだけでも意味があったのかな」と保育1：。この二

人の関係も、保育1：の結婚退職後の今日も続いている

のだが、大きな1E荷を背負って生きてきたM子の心に

届いたのは、担当保育．1・：の心との乖離のないiE直な言

菓と態度であったのだと思う。

lll：界の児瓶：と母性　8

③T子さん一今は気持ちが伝わらなくとも

　中学1年で私たちの仲聞人りをした「性非行」がE

訴のT子は、複数のテレクラ相手との度重なる無断外

泊などで、生活の拠点を［ほぐ’るしく変えた。現象的

には「問題」行動故の配置転換であったが、彼女の心

の深層に刻印された本人でさえ意識できないfl’rJかが、

思春朋という激動期にマグマのようにIU’V［iしたのであ

ろう、，婦人相談所での生活も続かず1’7信不通になって

いた彼女は、3年後には名古屋から、6年後には何と

ロンドンから「懐かしくなって」私たちを訪ねてくれ

たt，

　T子の場合のように、決して良い別れ方でない子ど

もが、長い歳月を経て顔を川してくれることがある，，

先日も、ll1学3年で或ることを契機に大きく崩れツッ

バッタままで退園してしまったN’r・が、10年ぶりに

訪ねてくれた。「久しぶりに会えて涙が川そう」とば

葉を詰まらせながら当時の気持ちを語ってくれた，、

　人は誰もその人なりの熟成する時間が必要で、その

「とき」に、会いたいと思ってもらえるような接し万

が大切なのであろう，T子やN子からそんなメッセー

ジを受けているような気がする。

（4｝A君一大人の価値観を問う

　「中度知的障害・多9c）」」を理由に5歳の初夏に当園

に人所したAは、’η初ことばもなく便意も告げず、園

の内外を風のように走り何る毎llであった。臨海キャ

ンプをはじめたくさんの体験を積んだ夏を鯉lrに終

え、秋風が吹く頃になるとAの動きが落ち着きを見せ

はじめた。それは彼を大切にして生活を共にしてきた

全職貝と児屯への彼なりの応えのように思えた。

　当園には当時、A以外にも児童相談所の判t！”LISによ

る「知的障害」の子どもが2人いたが、彼らも他児と

阿じ普通学級に通っていた“親と離れて生活している

上に、「就学ll・↑健診」の結果に従ってその仲聞とも離



［特集］「子どもの育ち」に今何が必要か

れた学校に通わせることはやめよう、能力や業績で人

間を判断するのはやめようという全職fユの願いからで

ある。今日まで続くこの実践を通して、人の心を鋭く

見抜くA君たちから私たちは人間として根源的なこと

を学んできた。ひとことで言えば、「所有」ではなく

「存在」に絶対的な価値を置く、ということになろう

か。「教育基本法」が「改正」された今、改めて「子

どもの育ち」に対して、大人の価値観への問いかけが

必要なのだと思う。

4．おわりに代えて

　父親から強度の身体的虐待を受けて「本園」で生活

を始めた小学2tff三のMは、開設間もない「分園」に拠

点を移した。少人数でゆったりした生活を1年ほど続

けるうちに、当初見られたキツイ言葉や表情が和らぎ、

他児への思い遣りも芽生えた。彼の’言動の変化を実感

して、改めて、心のニヒ台が育っていない子どもを集団

で育てる難しさを感じながら、一・般にはそうせざるを

えない劣悪な現行制度’下での「支援」に、背理に近い

課題を感じている。

キーワード：就学時健診

　正しくは「就学時健康診断」。本来は小学校入学前に治療

すべき箇所を見つけて健康な身体で就学することを目的とし

て制度化されたものだが、実際は知的な診断に偏っている。

この検査の結果で（教育委員会からの）特殊教育への勧めに

応じるか否かは保護者の判断に任せられている。

育ちなおしとユニットケアの取り組み

　　　　　　　　　　やまさきけんじ
徳島撒ホー・賑山崎健二

はじめに

　近年、児童養護施設に入所してくる子ども達の6割

以上が虐待を受け、あるいはネグレクトの状態であり、

不適切な養育環境にあったことが明らかになってい

る。そのような子ども達が、それまでの成長過程の中

で、適当なタイミングで獲得できなかった育ちのステ

ップを、もう一・度、育ちなおす場所。それが、今の児

童養護施設に求められる役割である。

　徳島児童ホームのユニットケアへの歩みを振り返る

中で、今子ども遼の育ちなおしに大切なものは何かを

模索してみたい。

分園「望」の役割

　平成7年、徳島児意ホームでの児童処遇はこども、

職U共に慢性的な情緒不安：1犬態に陥っていた。高校生

男子の無断外出、下級生への暴力やいやがらせ、職輿

への暴言、器物の破壊、生活や学習への意欲の減退な

ど、日々の坐活を何とか過ごしてはいたが、次々と起

こる問題に子ども達も「どうせ先生に言っても解決し

ない。」と不信を抱き、職貝は「いくら一生懸命に関

わっても子どもに気持ちが通じない。」と施設養護の

限界を感じ、疲弊していた。その閉塞的な状況に突破

口を開いたのが分園「望」の開設であった。

　平成8年4月、分園型白活訓練事業として木造2階

9　1［t界の児童と母性



［特集］「・f・どもの育ち』に今何が必要か

建ての建て売りfl三宅を購人し、中高生男r6名を本悼1

から移すことによって、本園の雰囲気が変わったc怒

鳴り合う声や物力噸れる音がない。、’1）泣ちや不安感が

ないtt先生の穏やかな表情とr・ども達の笑顔がある、

今まで失いかけていた「安心」がそこに見えた．

　lltども集団の中で発生するJJ　IN係はともすれば解き

がたい圧力の辿鎖を生む，－11学ノ1…に対’して執拗に使い

走りの命令を繰り返すある高校男f’に「君も以前はヒ

級生から使い走りや嫌がらせをされていやだったろう

に、どうしてそれをやめないのか．」と注意すると

「白分がされたのに、自分がlll6校生になってドの奴に

しないと損だ、．」とばい切った．そこには虐待的な関

わりを繰り返し受けた者の心に刻まれた深い傷とItl分

を守ってくれなかった大人に対’する不信があった．．

　徳島児竜ホームに生活するr・ども達の多くは、入所

するまでにさまざまな「lt情によって、不適切な養育や

数々の喪失体験による心の傷を持ち、人所後も」”ども

集団の1，1i，で、時には慰めや励ましを経験しながらも、

中には逃れられない圧力関係にあって、懸命に自分で

白分を守ってきた者もいる．，本当に助けて欲しいとき

にそばにいてくれなかったと感じるとき、職貝との聞

に深い部分での信頼関係を築くことが川来にくかった

のはrtG然であろう。それがこれまで積み爪ねられて子

どもにとっても職員にとっても不安で居心地の悪い生

活環境に陥っていたのである。

　分園に移った中高生り3f’meも当初ものすごい反発を

行動化し、無1析外泊、怠学、喫煙等を繰り返したが、

担当職Uの歩も引かない一↓qした関わりと毎U3度

のご飯を11の前で作ってくれる、人所以来初めて経験

する家庭的な生活に少しずつ浴ち着きを見せていっ

た

　このグループホーム「WlI三」の果たした役割は大きか

った、その最大のものは、本園におけるr一どものrltの

圧力関係の連鎖を断ち切るきっかけとそこに取り組む

1∬界の児IWと母↑生　10

職貝の意識に変化を∫」・えたことである，，「安心」こそ

生活の基木である、，∫・どもに暴力や圧力をやめさせる

ために、まず職貝の中で体罰蜘i二を徹底し、圧力的な

指導の見直しがなされた、その後もr・ども集団の11，iで

は、職貝の見えにくいところでいじめや嫌がらせは起

こったが、r一ども達から職貝に何とかして欲しいとい

う訴えがli‘｜：接または閲接的にあげられるようになり、

職Uとr一ども、ヒ級生とド級生の関係が少しずつ変わ

り始めた、。Fどもにとって職貝が信頼するべきk人と

して身近に感じられるようになってきた兆しと感じ

た．

ユニットケアのめざすもの

　徳島児肚ホームは、徳几県の道路整備川’画により移

転、改築を余儀なくされた。’ド成15年3月に完成した

新園舎は、ユニットケアを取り人れた，，その1」F14Jは、

少人数グループによるより家庭的な生活環境を整える

ことにより、親の不適切な関わりによって傷ついたy一

どもの心を癒し健全な成長、1’はを促すことである、

　1ユニットi5名の4ユニットに分かれたrl）舎制の建

物にした、，幼児・低学年のユニットは3～4名の居室

を4室配したが、2Fに小学生から高校ルまでの縦割

りユニットは、個室3室、2人部屋3室、4人部屋1室

という構造にした。各ユニットには、リビング、キッ

チン、食堂〔LDK）、洗面所、トイレ、脱衣所、風呂、

職n室を整備した，

　全体の職員室を廃し、各ユニットに職貝の部屋を置

いたn以前の建物では、職只が電話、記録等職貝室で

過ごすll、川ljが多く、自分の担当のr一どもの剖～屋でトラ

ブルが起こった場合も気づきにくく、r・どものそばに

いつもいるとは言い難い状況であった。」”どもが職貝

室に訴えにいくと、パいつけをしたと余計にいじめら

れることがあった、ユニット内に常に職貝がいる状態

は、r・どもと職貝の距離を近いものにした．暴力やい



じめを廃し安心川来る環境にする配慮であった

　全員が集まって食事をする食堂をやめ、各ユニ・ソト

に訓理されたおかずを述び、こ’飯はユニットで炊き、

∫Lどもと職貝が・緒に1｛8りつけ、酉C膳し、ユニットの

メンバーだけで食・・li．をし、・緒に食器を洗い片づける、t

やり始めてみれば、∫・どもの生活にとって’11たり前の

ことであり、最も大切な家’js・であることがllll認識され

た．

　大舎制の集団生1舌の中で当たり前になっていた集団

給食が、改めてユニット制の中で見直された　　・人ひ

とりのお箸とお茶碗と湯飲みがあって、n分の席に「1

分のための食」［がランチマットにのっている．．その他

大勢の・人でなく、みんなの11iの大切なド1分が食’］i’の

中で感じられること。それがユニットでの食‘1［の・番

］cきなねらいである．

子ども達に必要なもの

　まず、「育ちなおし．．1に必1茨な環境の基本的なポイ

ントは、安心と安全である．ユニット制の姐物構造の

じ要な1　M〈Jはここにあったともli’える　それに加えて、

プライベート空川の碓保である、．

　lll園舎の時、あるllr学牛が「ホームには泣きたいと

きに泣ける部屋がない．旨」という訴えをした．腹が、γ

って仕方がないとき、悔しくて泣けてしまうとき、人

に涙は見せたくないが、ホームには一人で泣けるプラ

イベートなスペースがどこにもない、押し人れに人っ

て泣いていたら、他のr・や先生から川意されるという

のである．．／泣く、笑う、li民る等、生活にd（nl’欠な行λ↓

が安心して川来る環境でなければ、心に傷を持っr一ど

も達の癒しσ）場にはなiLない．．ユニットケアに移行し

て、個室と2人部屋を而i保することで中高小のプライ

ベート空間が守られ、従来のノく部屋ノ1川斤の不満は解消

された．

　各居室に鍵をつけるか、否か　管川ヒの問題から、

［．特集．1．’f・どものfiち、1にt）fl，Jか必要か

大いに迷い、協議のL、∫・ども達のプライバシーと安

心を優先して鍵をつけることにした　部屋の内側から

掛けられるもので、rl分の帰省中に他児が郎屋にはい

ることを防ぎ、また、就寝吐に他児が部屋に人ってき

ていたずらをすることを防ILするために利川する．．．鍵

ができる’∬で、気持ちに安定が井てる部分もあり、実

際の日常では、鍵を多川するr・どもは少ない

新たな課題

　園内の児桐｛1］の圧力関係が改泣され、川室環境も良

くなって、r一どもの川題行動が少なくなるかというと

そうではない．、少人数のユニットになり、Ilλ1別的な関

わりも持てるとなると、∫・どもが安心して自分の持つ

課題を出せる環境になったということで、∫・どもは今

まで抑えていた心のわだかまりをH『えや身体的、精制1

的痛みとして行動化するようになった．不登校、盗み、

家川、〔1傷行為、等　〔1分の存在をさまざまな形でア

ビールするようなr一ども達の行動である．

　YE　・＞ll：養護施設に人所してくる了・ども達の多くが親と

の愛ゾi；関係に大きな課題を抱えている．虐待のトラウ

マによって日々の人問関係にうまく適応川来ず、過呼

吸の発f乍を起こしたり、リストカ・ソトなどの「1傷行為

を繰り返す∫・どももある　これらのr・ども達が今の白

分のまま受けいれられているという、自己Ilr定感を持

てることが大LYJであると感じている．

　ADIIDの小学5イ1こノヒの男∫・Aは、幼児の1時から‘’，1：

、’

tlちが多く、他児にちょっかいをlllしてはトラブルを

起こし乱暴で扱いにくいr・どもだった．．小学校に人学

して以降も、年齢がヒがるにつれて嘘や盗みが続き、

学校でもト’級生を殴る蹴るなどの暴力があり、時にr一

のつけられないようなパニ・ソクの状態になるなど、こ

れ以ヒホームで養護していくのは困雑であると思われ

た　しかし、児個11談所の協力を得てケースカンファ

レンスを1∬ね、小学校の障川児学級の先生と連絡を密

】l　III：界の膓巳d’i’／tと母｛生



［特集］1’∫・どもの育ち』に今fl‘∫が必要か

にして、統一した指導方針を持って、本児の行動特性

に合致した枠組みを本児も緒になって作った，、小児

病院に人院し行動観察や投薬調．整を経て現在は日々の

細かなトラブルを繰り返しながらも、以前に比べ落ち

着いて関われる状態になっている．－t

このAの行動は、妓初、いかに改泊するかが課題で

あったが、担当者をはじめ、まわりの者が何度もぶつ

かり合いながら分かっていったことは、このf’をどう

変えるかでなく、この子をどう理解し、どう受けいれ

るかということが大切であるということであった．本

人も1’1分の行動を繰り返し振り返る作業の中で、自分

がどんなときにかんしゃくを起こし、どんな方法で自

分を抑えられるかを知ることと、まわりが自分の行動

や特性を知ってくれて、そのヒで認めてくれる経験を

積み重ねる叩で「色々あるけど、みんなは．僕を認めて

くれる。僕も何とかやっていける。」そう感じられる

生活が現在彼を落ち着かせているのではないだろう

か，

育ち合う仲間

　施設での「育ちなおし」には担当養育者との特別な

愛着関係が必要であるtt、担“li職貝はその子どもが突き

つけてくる様々な試し行動に適切に応えていかなけれ

ばならない。．・胡1［」的な硯点が必・要である。その関係を

サポートするチームとして、補佐的なケアワーカーや

ファミリーソーシャルワーカー、セラピスト達の存在

が而要である，、

　そして、忘れてはならないのは、同ユニットのr・ど

も達である，，以前であれば、白分勝手な迷惑行動を繰

り返す児喰はヒ級生から制裁を受け、1司級生からも相

壬にされず、本人のストレスの矛先は、より年．．ドの子

どもに向けられていたであろう。しかし、担当職貝は

本児の問題を本児だけの問題とせず、ユニット全体の

問題として商校生から小学生まで’緒に何度も話し合
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いを持った、、どんなことがあっても絶対暴力で物事を

解決するのはやめよう，，嫌なことはしっかり嫌と言う．

でも、Aの癖を分かって、協力して欲しいと呼びかけ

た．不満は多かった、，もちろん、行動．Lの課題を持つ

のはこの1　1－illだけではない。それぞれにさまざまな生

育歴の中に心的外傷体験を持つ子ども達で1」々多くの

問題が起こっている。その中で、それでもみんな真剣

に受けILめ、　Aをユニットのメンバーの．・人として受

けいれて、時折ケンカしながら生活しているt、暖かい

ご飯と受けいれてくれるf中間がいるというユニットの

所属感がある、、

　「育ちなおし」には、自分は要らない人間ではない、

’ 人の価flllのある、大LJJな人間であるという、自己W

定感を育ててくれる安心した環境が要る。個別的な人

間関係のうちに、しっかりと自分を受け1トめ、受けい

れてくれる経験を積み爪ねると同時に、同じ施設生活

をする仲間とぶつかり介いながら、信頼に足る大人の

サポートの元で、仲間に受けいれられる体験を頂ねる

小集団での生活が必要である。徳島児童ホームのユニ

ットケアが、本当の育ちなおしの場となるための歩み

は、始まったばかりである。

キーワード：ユニットケア

　施設の居室を］O人程度のグルーフに分け、それぞれを一

つのユニット（生活単位）とし、このユニットごとに食事や

入浴、施設内の行事などの日常生活を送り、　少人数の家庭

的な雰囲気の中で生活を共にしながら個別にケアすること。

被虐待児童への対応として、園舎をユニット化する児趣養護

施設も増えてきた。



［特集］『子どもの育ち』に今何が必要か

グループホームの試み
　　　　　　　　　はなさき
「野の花の家」施版花崎みさを

はじめに

　大人の様々な理山によって、本来子どもが享受でき

るはずの、親や家族からの家庭での養育を受けられな

い子どもたちが、年k増加の傾向にあることは周知の

事実であるが、特に被虐待児童は、養育方法を知らな

い親の対応やネグレクFも含めると、多数にのぼる。

　その子どもたちに対して、図は国連子どもの権利条

約が第18～20条で講うように、養育の第一義的貨任

を有する親への支援とともに、子の養護のための施設

や設備や役務の発展を確爽に支援しなければならない

という義務を負っている，，

　では、それらが具体的にどのようにあることが子ど

もの最善の利益に叶うことなのか、国も我々現場に携

わる者たちも、全体としてようやく真剣に考え、実行

に移そうと努めはじめ、国の施策に現場の実情を勘案

しながら、実施している所が増えてきている。

　その方向性としては、ケア単位を小さくして大人と

子どもの交わりを深め（個別ケア）、社会体験（地域と

の交わり等）の機会を多くもつことができ、心身の専

門的ケアの必要な子どもにも対応できるような体制を

有し、爽親子関係の改善を企りながら家庭や家族のあ

り方も考慮できるというようなことになるが、多様な

必要性を持つ子どもの’　，etb一この子に必要な”ものを旧

意して、最適な環境で暮らし、成長することがNl来る

ように、我々は国の施策にとらわれない独自のものも

含めて多くの選択肢を用意しておかなければならない

よう（こ，思う。

ユニットケアの取り組み

　「野の花の家」（定貝40名）は、lll｛和60年4月開ii麦

当初から、一つの建物の1ドに3つの居fll空llllを作り、

吹き抜けのホール（遊び場兼催物場）と食堂は移動間

仕切りで流動的に活月1できる共川スペースとした。

　当初は13～14人の子どもに（縦割り、男女混合）3

人の職只（男1女2）で1つのグループ（家）とし、勤務

のローテーションも指導計画もすべて3人で行う事に

していた。

　しかし平成4年に分側型自、元援助ホームを実施する

ことによって、本隙1のlllt位の人数が減り、現イllは1

グループの児童数は9～10人（グループホームが退に

1つ増えることで、7～8人になる）、職員は3人（必ず

男性と年齢差のある女性2人）で、フリーの主任指導

員やFSW（ファミリーソーシャルワーカー）たちがサ

ポートする体制をとっている。

　「野の花の家」は、ll｛｛和56年（1981）にインドシナ

難民の子どもの姐親として、アジアの子どもたち5人

と生活するヰで、「アジァの子どもと日本の子どもが

共に住める家」を目指した恨者の念願に基づく実践の

］つとして開設したもので、∬1親からなぜ施設を？と

いう疑問符をしばしば投げかけられた。「共に住む」

ことによる心の交流が、人間関係の絆を強め、周囲か

らの偏見や蔑視を押し返すカになることを願っての家

づくりであった。

　そもそも「子どもが育つ」時に必tt・なものとは何な

のだろうか。まず母の胎内にいる時のような丸抱えの

13　世界の兇蹴と母性



［特集］1了どもの育ち．1に今何が必要か

愛情が必要であり、その中で育まれた自我の芽生えを

大切に育むことであり、大人の生活を通して生き様や

社会を学ぶことであろうと思う．

　多くのj”どもたちが充分に「育つこと」ができず、

「生きる」ことさえ確証のない不安な日々を送ってい

る現実の中で、原点に1？：ち返ってf’どもの育ちに関連

した仕‘∬をしたいと思った時、どんなスタイルが良い

のかの模索があった．，まずll！親としての「1々から学ん

だことを生かすにはどんな方法が良いか、そしてそれ

は実現11∫能なのかということである，

　Ψ親としての日々から学んだことは次のようなこと

である．、

　汀lll［縁でなくとも家族は創ることができるというこ

　　と、

　2〆・どもにとっては、いくつになっても（思春期、

　　1）f年朋を迎えても）自分にとって特別な存在であ

　　る人（親）力泌要であるということ、、

　③実親であろうとなかろうと、その大人がどれだけ

　　そのr・のために心と身体を使ったかということ

　　を、∫・どもが理解した時、はじめて親」㌘の関係に

　　なれるということ、、

　そして生活の場としての家庭のあり」∫については次

のようにまとめることができた、，

　i〕子どもにとって、どんな時でも〔罪を犯してしま

　　っても、植物人開になってしまった時でも）rτ分

　　を捨てたりしないで、受け止めてくれる人がいる

　　所

　・1．2iQいf一を演じなくても、ありのままの自分でいら

　　れる所

　③人として杜会人として大事なことを学べる所

　それではこれらを具現するためには、どんな形態が

ベストなのか。もちろん｜1！1一が良いには迫いないが、

lll；界の児童と母性　14

マッチングによってはr一どもに大きなストレスを負わ

せることもあるかも知れない（我家に来たLl1．子は、最

初の・人は直接預かったが、後の4人はマッチングや

人閲関係による不調であった）という思いと、現実に

里親関係についての情報が’t］時あまりなかったこと

で一11親が直近のこととしては無理であろうと考えた

こど．又できれば我家のような家族（数人のFll．．∫Lとの

暮し）が数11q：あって、それを1tr・位として同・法人に

所偶する形はどうかとも考えたが、1家族を創って核

になってくれる人がいなかったこと、そして資金が全

くなかったこと等があって、これらの形態をとること

はできなかった、、今なら、11［親への視点も開けてきて

いて支援体制や新たな取り組みもあり、又グループホ

ーム化も小舎や小規模児巾抵i斐施設への取り剤1．みがあ

るのだカ㍉

　そうしてf一どもが育つときに必要なもの、家庭の3

つの機能が果せるための実現可能なスタイルとして浮

ヒしたのがユニット形態であった，

　建物の貞中に吹き抜けのホールを作り、」・どもがそ

こにいるだけで気持ちが明るくなるように配慮し、両

側の．’階一二階の部分を子どもたちの居室空間とした

（・階の片側は玄関と事務スペース）。．一・つのエリアに

は廊ドを挟んで大小の5室があって、1～3人が住む

ようになっている。ただしその内の・室はサロン（居

川）として、そのグループの∫どもたちがテレビを観

たり談笑したりする寛ぎの場にしている、、

　3人の大人と9人の子どもたちは、自然体で生活し

ているので、実習生の受人の際には、実習生が感動し

たり戸惑ったりすることもよくある。このスタイルの

利点は、大人の姿を常に真近かで見ているので、自然

に大きい子が小さいr・の面倒を良く見てくれることで

ある。又異年齢児たちの交わりは、∫・どもたちの成長

にと’）て良い影響を与えるであろうと思われること。



　2～3歳児や特別にケアの必要なr一どもには年令を

問わず、いわゆる”く’．♪つきの時”（愛元「i二閲係形成ll担剴）

を充分打てるよう、職日3人の中の・人がそのr・の

“特別な人”になるように配慮をして、他がそれをカ

バーするような体制も心掛けている．tこうして培われ

た絆は、r・どもたちが巣立った後もずっと続いていて、

何かにつけ∫・どもたちの拠り所であり帰る場所にもな

っている．

グループホームの取り組み

　もう15年も降、　・つのグループのill♪膓ソヒの男児カミ、

思春朋特イ」’の感情の嵐の中でもがいていたllJ、担当の

男性職員が”　・緒1こ住もうや”とぼい出し『C、　・つ先

の駅近くに古い・軒家を見つけてきて借り受けること

にした（もちろん園との契約だが｝．．2人は家’1［・を分担

しながら共同生活をして、職員はそこから園へ、J’・ど

もは学校へ通った．2人は良くi活をし、時には職tlが

身のト話などをする中で、リ｝児は落着きを取りもどし、

自分でするべきことはきちんとできるようになり、進

路のことも前向きに考えられるようになった．このこ

とが原点になってそθ）後も続けてきたが、やがて分園

型rいフ1援助ホームへの奨励体制ができたので、その活

J］1に踏みLJ）　一，て現在に至っている．

　その後本園に隣接した場所にグルーフ．ホームを設置

した．少々狭いが占いアパートの家をそのまま∫・ども

たちの家として利川でき、小さな家庭の雰囲気が出せ

ている、，近年改修してliiみ心地は良くなったが、やは

り5～6人が最適の環境ではある。

　家庭の条件である前述の3点を満たすためには、職

llとしての大人へのコ≧r川の川頼が必要である　それは

本園のユニット形成でも、グループホームでも同じで、

要は人人の側かrどもとの関係をどう作りトげて行く

かということである　とはいえあまり多人数のr・ども

では限界があるので、数人の家族構成ならベターであ

［特集］「r・どもの育ち』に今f‘1∫が必要力・

る．．そして職貝とr一どもの比率は2：1がよりべ夕一で

あろうと思う．

　今後小規模化が進む中で、心しておかなければなら

ないことを2点あげたい．．　・点は家の中を風通し良く

他の人にも見えるようにしておくこと，、閉鎖的になら

ないよう近隣の方々やf・どもたちの友人、本園の職貝

等々、多くの方々とのfl三来を通して人間関係を広げ11

r一につきあって行くこと　r一どもはより多くの人liuと

の係わりの中で心豊かに成長することができる　もう

点はとにかく慣れ合いになりやすい生活の1トで、r・

どもをきちんと視、向き合い、小さな物／］　：；も見逃さな

い感性を持ち続けること　日常生活の中で、日的意識

をしっかり持ち、同flll、異郁を川わず（周辺領域も）

研修や学習に励み、r一どものニーズと問題点を1に確に

把握できるようにすること　数人のf’どもと大人が・

LFI：の家に住むことの利点は人きいが、大人の側のかか

わりノ」次第で、r・どもに悪影響を∫♪えることも多々あ

る．　・つの家族を見守る周則の暖かく厳しいll艮も又必

要である．．

参杉「幻斌

「児1’i’i’の権利に関一1’る条約1ユニセフ版

キーワード：グループホーム

　施設生活をより家庭生活に近づけるために、生活単位を小規

模化する方法の一つで、数名の子どもたち（高齢者や陣害をも

っている方も）が、アパートや一軒家を借りて、2～3人の大

人（職員）と共に生活する形態、．

15　1比界c）））Er†tと1リ；ヤ1：



［

国園r子どもの育ち』に今何が必要力・

　さまざまな養育の場から

　　　　　　　　　日常という璽

～児童養護施設で⑳ケア～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まつなが　　　ただし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別府光の聞施綴松永　忠

　ある日の登校前に髪を編んでもらう子どもとスタッ

フの会話。

子ども　「髪を結んで」

スタッフ「いいよ。今1・1はどんなどんな風にしようか」

子ども　「今1’1は体育があるから．ビンは付けないで」

スタッフ「．1：の方、ダンゴにしようか」

子ども　「可愛くしてね」

　お母さんやおばあちゃんが登校前に髪をといたり編

んであげたりする風景。［1常の中では何気なく過ぎて

しまい、そこに流れる空気や温かさを深く味わうこと

などないかもしれない。ただ、やがて大人になり一・人

暮らしなど始めた時、このような風景は‘’心がホッと

する記憶廿としてふと想い川される。

　児童欝薬施設の要保護児灘への取り組みは、戦災孤

児対策として始められた収容保護の支援から、家庭崩

壊や養育力の問1で家庭からはじき出された子どもた

ちへの養育支援に変化してきた。そこでのケアは、衣

食住を確保し共に生活する集団養護から愛着形成の促

進や虐待からLftじるトラウマに対する治療的なケア

（家庭に替わる養育・小規模なケア）へと改善を積み軍

ねていかなければならなくなっている。

　児童養護施設が専門的な機関と位概づけられ、施設

養護におけるケアの質が問われ、専門的知識を必要と

し、小規模化すればする程に大切にしなければならな

いことが日常のコミュニケーション（El々の関わり）

である。

　当園は、1］f．ll1｜21年にカトリックの信仰を礎に長田

シゲによって創立された。長mは「子どもたち一人ひ

とりが神様の前に等しく尊いかけがえのない存在であ

る」とした養育の理念を生涯子どもたちと寝食を共に

しながら実践している。「わたしは施設という言蘂さ

え、全く用い度くないのでございます…（中略）…

『憐れな子』とかr可愛そうな子』とか云う言葉で特

別な人種の様に取り扱って、伸び行く子供の心の傷を

突かれたく無いのでございます」（『社会福祉ひろしまj

昭和30年12月号）という言葉を残している。子ども

たちが育つためには親の心、兄弟愛の雰囲気がある温

かい家庭が必要であるとする想いが常にあった。子ど

もたちは長田を『おitt様』と呼び、長田は子どもたち

を我が子のように養育していた。現在の園長も長田に

愛し育てられた子どもの一人である。長田が残した想

いを今日大切に引き継ぎ、現代の養育のニーズに対応

していけるよう努力し展開していきたいと思ってい

る。

現在、愛着関係の再形成という視点で当園でも大切

にしている『子どもとの関わり（ケア）』についてエピ

ソードを挙げ、現場の体験を通して実感していること
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1特集1’r・どもの育ち」に／Mitlが必要か

について簡単に記述したい

わたしもお姉様のような“保育士”になりたい

　「’わたしもお姉様のような“保育1：”になりたい…．

今llは、ありがとう」

　大けがで千術した直後、意識を取り戻したばかりの

sr｛中学1年1のぼ葉である

　児竜相談所のケースワーカーに「’情緒障害のおfさ

ん（’iglltF小学1年’1ヨですが…」と言われ人所したr

どもであるtt今、　・番やりたいことはケンカと豪語す

るsr．ll頃からスタッフを悩ませていた　この｜1は

蜜柑の木から飛び降りた際、枝に腕を引っかけ大ケガ

をし、泣きながら病院に迎ばれる　［ずっと付いてる

からね」、担’ηの保育1：が声を掛け、丁術前後ずっと

側に付き添った　現在、どんどん関係が良くなってい

る　・緒にお風呂に人り、登校1而には髪を硫いてもら

ったりと微笑ましい日常風景が見られるようになっ

た，，

《触れあい｝

　抱っこ、握手、子どもの側にいる、このような行為

が関係性σ）絆を育てる、r・どもはltえる時期に11’える

’∬ができてはじめてrいン1していく．養育においては

『考えるよりは感じる』を人切にしたい，

（髪結い～優しい心を育てる～）

　髪を編んでもらうi’ども達は、心がほっとし、きれ

いになった姿を想像して安心する．安心感から愛情が

伝わり、r｜己Vj’定感へと繋がるのである、

（お風呂～心をきれいにする～）

　お風呂は、ば葉だけではとどかない深い心のふれあ

いがそこには存在している　お瓜呂でのコミュニケー

シnンは心の成長のベースになるスキンシップの原点

であり、おおよそ［0歳まででないとできない関わり

でもある、1U：　＄Aの胎内（約37度のψ水0）中）で大切に

された｜Oヶ月と10H問、　IV：との密着した胎児ll、∫．代を

flr・）JEしている，．

（病気一愛情が治すO

　病気の時ほど、人とθ）関わりを必tt・としている，側

にいて看病してもらった了・どもは川復が1．iLいという臨

床の報告がある。自分を大切にしてくれる人が見える

瞬間であるft

《泣くこと（豊かな心の基礎）》

　泣いたり笑ったりという感情や心をありのままに外
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［特集］『r一どもの育ち』に今何が必要か

に川せるという心の振蘭は、f’どもの育ちに大きく影

響し、il’”；かな人問性の基礎になっている。当初、自分

のために泣いていたr一どもが、いつのllか人の痛みや

悲しみやll・liしみのために泣けるようになる。　r・どもの

心の成長はこのような不思議な変化をするのである．＝

泣くことは、心の痛rから、Zち直るための、癒しのメ

カニズムでもある、幼いr一どもには「寂しかったね、、

心ゆくまで、泣いていいよ」と、落ちつくまで抱きし

めてあげるほうが、心の健康のためには良いのである，、

誕生日の出来事・愛情の輪

”Gl“では、　rどもの“誕生ll”を大切にしている一

園長がそのrどものリクエストした献立を1凋理し、皆

で丁作りのケーキを準備し、「おめでとう」の声をか

け，そのfどもが“人切な存在”であることを伝え続

けている　最近、園長が大病を患い、3ヶ川程の人院

をしなければならなくなった、rどもたちとスタッフ

は朝夕「お母様〔園長）が1‘1く元気なりますように」

と祈り続けた　あるfが誕生llにLフレゼントをもら

い「良かったね　おめでとう．1と声を掛けられた際

［お母様がいたらもっと良かった」と‘「った．そのぼ

葉をきいたスタッフが「あのfがこんなことii’ったん

よ」と肖んでいた　「良く成長したね　本当にありが

たい」と園長も涙を流した、愛情の輪を育くもうとす

るll常のケアの大切さ、同時に祈り、想いを通しての

人の繋がりを感じた．
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《食を大切にする》

　r・どもが成⊥ミするヒで必要不II∫欠な妓も大切なもの

である「食』の原点は、”母に抱かれお乳を飲む”母

子密着のコミュニケーションである　赤ちゃんは体に

必要な栄養素や免疫力をお乳から得て、llil時に母親の

匂いや声、スキンシップ．による温かい触れ合いを心の

栄養として得ているのである、，また、「メニューを杉

え買い物をし、料川をする。会話をしながら・緒に食

べ、片づけ、次のメニューを考える」。この循環は人

が生きるヒでの・番身近でn然な循環である、、料川し

ながら話し、香りや音などが自然に伝わってくる、そ

のような時の流れが物小を並列Cltjに進め、概かなコミ

ュニケーションを育むのである　『食」をとりまく出

来，lrが、こころの結びつきや関係性を深め、また文化

を育てている

《想い・祈り》

　「大切な人の存在が育まれるところに良くいきてい

くノJカミ育まれる」C季1：II「yu‘†［ゴ1砦‘i隻」2（〕06　VoL37　No．3

養育実践報告）想いや願い、祈りを通した心の育ちを

大切にしたい．

ケアの中で大切と感じるポイント

《睡眠〔寝る子は育つ）》

　眠りにつく前のひとときというのは、∫・どもにとっ

て非常に精神状態がおだやかで、素直な受け人れ状態

にある時問である。こういうll，’iに話をしたり本を読ん

であげることで、∫一どもの心は安らぎ、良い影群を受

ける、ホルモン分泌の関係からもよく寝るr・は情緒が

安定し良く育つのである．

《洗濯・掃除（心をきれいにする）》

　生活する環境を良くすることは、r育てにとってと

ても大切である，、どの動物もr育てする環境を良くし

ようとする習性を持っている、不潔な環境になると∫一

どもの健康が犯され病気になる．、きれいな環境は、人



としてのX的感覚を養い、感性を素直に成長させ、

O’1’］Oj．を大切にしようとする心」を育てるのである．

《褒める》

　褒めることは、「あなたのことを認めているよ」と

伝えているのである　r・どもは認められることで自川

を得る．．褒めるという行為は、「P：心を育む効果があ

る．

ξ叱る》

　「叱る．1というのは、なぜいけないのかをわかるよ

うに諭すことである．．∫・どもは10歳を過ぎると身体

的・知的な発達には日を見張るものがあるが、　・ノiで

成長の〔｜然な形として好ましくない現れも兄られる．

悪い兄をILIつけたとき、自然な現れととらえ、どう考．

えどう行動すべきかを伝える事が必要である

1：豊かな体験の中で》

　自然と触れAい、Lili：かな四季を実感できるような体

験等は数多い．．．この体験を辿して広がる関係性は多く

のことを学び繋いでいる、

繊び》

　l／一どもが好きなものを大人も好きになりなさい．

そうすればr・どもはrl分が愛されていることに気がつ

く、…f’どもを愛するだけでは足りないのです．、f’ど

もが愛されているということがわかるようにしなさ

い」（ドン・；ドスコのぼ葉）

　r・どもとの触れ合いに、遊びが大切なことはいうま

でもない．

1特集．1’∫・どもの育ち」iに今何が必要か

暮らしの場のあり方・想い

　歴史や伝統、その地域の特性や家風（施設び）雰1川気、

そこに流れる空気）というのは、そこに暮らす人々が

共に築きヒげてきた淑和の証しである、．家庭に替わる

養育の場・としての児情養護施設は、”安心した暮らし

の場としてそこに流れる空気“が間われているttさり

げなく何気ないH常を意、il喪し振り返ることは少ない「

しかし、この瞬問の積み爪：ねが心に人を信じる力V，g・

本的fll頼関係）を芽生えさせるのである　”そばにいる

大人たちとの温かい触れあいの中で、∫一どもの心は育

まれ、人との関係を学んでいく1’暮らす「家」（施設）

を愛し、「地域」を愛する包括的な心を、r・どもたち

と共に育んでいくことを大切にしたい．‘

最後に

　r・どもの時間は、非漸進的で臨界1田があり、周りを

はらはらさせたり思わず露ばせたりと波瀾万丈であ

る　長いli、｝…間の積みr匡ねの中でr・どもの成長を振り返

る1ほに白分の加知や患かさに気づかされ、近視ll艮的な

姿勢に気づかされる、．現場では失敗だらけの愚者’では

あるが、r・どもたちとの出会いは大きな恵みであると

感謝している．．いま確かにぼえることは、まさしく安

心した暮らしのiliにあるU常のやりとりが児r忙養護施

設で・番fllliflliがある人切な”宝”ということである．．
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『子どもの育ち』に今何が必要か

［さま一の輌

里親家庭で育つ

千葉市専門里親

やまなか

山中ゆりか

1．我が家の里子のこと

　我が家には、里子（女子）がいます。2人ともひど

い虐待を経験したため様々な問題を起こし、それに取

り組みながら16年が経ちました。

　現在、19歳の1咲菜（さな、仮名）は専門学校の2年

生、13歳の愛（あい、仮名）は、中学1年生です。

　住居は3LDK。狭いリビングにグランドピアノを置

き、夫のil，1：斎は本で埋めつくされ決して広いものでは

ありません。しかし、その中で喧11111したり、笑ったり、

肌でふれあいながらZ仁活してきました。

　愛は、幼い頃からしばしば荊癩を起こし、シーッを

噛み切り、着ている服を引きちぎってボタンが宙を舞

うことがあります。シーツのまん中を歯でかんで引っ

張ると三角に破れるのです。とばされたボタンを拾い

ひとつずつ縫い留める時、またシーッに継ぎを当てる

時思いました。虐待を受けた子どもを育てるとは、ち

ょうどこのように繕う仕事をしているのかもしれない

と一。

　愛は851グラムという超未熟児で生れ、4ヶ月の間

病院の保育器にいました。その間、母親は数回しか会

いに来なかったそうです。病院からの催促でやっと面

会に来たという話を聞きました。というのも1歳にな

る長男の世話に明け暮れ、夫は真面目に働かないとい

う状況の中で病院へ通うのは負担だったのでしょう。

さらに愛が退院後は3番目の子を妊娠。ついに手のか

かる愛を育児放棄（ネグレクト）してしまいました。

児童相談所に保護された時は、ガリガリで寝たきりだ

ったとのこと。我が家に来た頃、もうすぐ3歳という

のにやっと単語を話し、よちよち歩きが始まったばか

りでした。

　そのような愛を幼稚園に辿れて行くと、「なぜ、ぼ

くたちのクラスに赤ちゃんがいるの？」と聞かれまし

た。確かに体も小さく言葉もしゃべることのできない

子が入ってくれば、子どもたちが不思議に思うのも当

然でしょう。幼稚園の場合、学年別にクラスが編成さ

れているので特に遅れている子は目立ちます。そこで、

保育所の障害児保育枠で入れてもらうことになりまし

た。保育所は縦割りクラスなので、違和感なく入所で

き担当の保育士さんもついてくれて、昼間のおもらし

もなくなっていきました。

　保育所の生活も2年間があっという間に過ぎ、6歳

になると自動n勺に小学校に就学ということになりま

す。ところが、体も小さく言葉も遅れ、虐待の中で幼

児期を過ごした背※を考えると、就学させることがこ

の子にとってベストなのか、迷いました。あと1年就

学を遅らせることができないか、教育委員会に問い合

せました。すると教育委員会は特殊学級に入るよう勧

めてきたのです。

　教育委員会は「1979年（ll召和54年）から養護学校や、

院内学級を充実させ、どんな子どもにも教育を提供で
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きるのだから、6歳になったら誰でもどこかの学校に

に人れるはず．．それなのに就学させないとはどういう

つもりか」と1「われました．．

　どんなr一どもも教育を受けることができる，．それは、

すばらしいことです、、しかし、私たち夫婦は6歳にな

ったら一fll：に就学するという考えには賛成できませ

ん

　特に、超未熟児で生れ、乳幼児期に虐待を受けた∫・

に急がせて就学させるメリットがあるのか．もっとの

んびりさせて、せめて1年は遊ばせてあげたい．．とこ

ろが、教育委員会にはなかなか理解してもらえません

でした．，それでも、般終的に母∫・保健院院艮の診1析記

録kll，が提川され、就学猶Fができました、．現在、地元

の普通学級に辿い、毎日友だちと行き来しています．，

もし、8年前私たちが妥協して特殊学級に人れていた

ら、全く述った歩みをしていたに述いありません．：

　私が小学生の頃は、就学猶r．を経て人学している人

がいました：．r一ども心になんらかの’1［・情があったにち

がいないと思いながら、取り立ててめずらしがらずに

接していました，　t／そのことで、イジメに発展もしませ

ん．遼いを認めながら人を思いやる心があ・ったからで

す

　今の教育の場はあまりに画’化しすぎているようで

す、教育の場に限らず家庭でも「こうあるべき」と、

違ったものを排除していくような風潮があるため、キ’

スギスした人間関係になった気がします．．．

　私は愛と過ごしてきたことで、自分自身の中にある

凝り川まった「こうあるべき」という考えを崩してい

かなければいけないと感じたことがありました、，高学

年になるに従い勉強の方はますます簾が開いていく

愛　愛にとって学校は、勉強がわからなくてつらい場

所だろうと私は勝丁に想像していました．、ところが、

当の本人は学校生活を楽しみ、・IIも休まないのです

　ある時、夫が学習が遅れているr・をくスローラーナ

「．特集］『f’どもの育ち』に今何が必要か

一〉と呼ぶそうだ、と教えてくれました、．「そうか。

愛はゆっくり学ぶr一なんだ．」と悟りました、．確かに1

年つつ彼女なりの成長が見られ、確実に進歩している

のです、、それをわたしは他のr・どもと比較してしまう

から1111；しくなるのだとわかりました、．／それより、今の

愛が楽しんで学校に行っている方が、勉強ができるこ

とよりずっと大切なことなのです．、

　愛は、小学4年までダッコをせがみました．，腰痛の

ある私は無現でしたが、夫はよくダッコをしましたtt

さすがに小学5年生になるとダッコの．要求はなくなり

ました「：それでも頭をつきだして・11に何度も頭をな

でてほしいという仕bP｜11：をします、，，端から見ると高学年

にもなって、まだ頭をなでてほしいのかと思われるか

もしれませんが、彼女にとってやり残したスローな部

分のひとつなのでしよう、．

　そのような愛があるllの夕食時に、1’わたしはしあ

わせ．，なぜかっていうとひとつめは生れてきたことが

しあわせ　ふたつめはやさしいおとうさんとおかあさ

んに育てられていることがしあわせ。みっつめは今が

しあわせと思えることがしあわせなんだ．」と1「った

のです．夫と顔を見合せてわたしたちもしあわせだと

感謝しました、．．

2．夫の精神科臨床から

　私の夫はキリスト教会の牧師をしながら梢神科の医

師もしています．最近、病院に来るr一どもの中に、γ派

な親を持ち、経済的にも忠まれているのに、リストカ

ットや過食嘔吐で：bl‘：しみ、不登校やひきこもりで悩む

姿を見ています．

　Jiどもの話を聞くと、成績も良く、かなりの能力も

備っているのに、自分はf可をやってもダメだとレッテ

ルをはってしまっている自己評価の低さを感じていま

す．．

　そのようなr・どもを持つある母親と面接すると、1¢
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［特集］『］「・どもの育ち」に今何が必要か

親の方は意識せずにf’どもを追い詰める言動をl／［常し

ているのに気づきました、t　llt速、心理カウンセラーが

「お母さん、今週はおr一さんに命令と禁｜lzをしないよ

うに言葉かけに気をつけてドさい」とアドバイスしま

した．．すると次の週、そのお母さんは「先生、気をつ

けたら．∫・どもにかけるt一添が111てきませんでした，、わ

たしってこどもに命令と禁1トしか言ってなかったので

すね」と答えました，，何川かの面接を通してお母さん

は変わっていきました、、お．母さんが変わったことによ

って、r一どもも徐々に明るさをとりもどしたのです．、

　また、あるIlf年は何年もひきこもりを続け、強迫神

経症を思っているため、手を必要以ヒに洗ったり、ド

アに鍵がかかっているか何度も試す行動をとっていま

した、外へt］｝ない息子を心配した両親がカウンセリン

グを受けに来たことがあります、，

　それまで、父親はU、r・の行動にイライラして最後に

はキレて怒鳴る、．怒鳴ると息rは暴れ、物を壊し、両

親に暴ノJをふるう：その繰り返しだったのです。しか

し、圃親がカウンセリングを受けることによって、父

親が忍耐しキレなくなりました、、それから息．r・は少し

ずつ外に川るようになりました。

　このようにr一どもの問題行動の背景には、家庭での

環境が色濃く反映しているようです。親が変わること

によって、r・どもにも変化が起こります，．

　親が変われば良いといっても、これは容易なことで

はありません，．長い間、こどもと親が同じ様な関係を

築いていれば、それがU常化し、変わりたくても変わ

れない現状ができてしまいます。親は決してこどもを

愛していない訳ではないのに一、，

　そこで、親とr・の問に入るカウンセラーの存在が爪：

要になるのです、私も、里子の問題で児↑醐1談1苛へ通

った時、気づかされたことがあります、．「これまで自

分としては精一杯の努力をしてきた。それなのに、な

ぜこの子は盗みをするんだろう．、悲態をつくのだろう」
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カウンセラーに話しながら、ふとJiどもの方がずっと

つらいllにあっている、「つらい気持ちをわかってよ」

という．｝どもの気持ちをこちらがキャッチしていなか

ったことに気づかされました。

3．子どもの育ちに必要なもの

　数イ1三｜苅、　．ヒσ）1［1．」’－1咲菜力｛ノ」、’iit：校4イ1三∠1こθ）頃、　・字：校a）

而接で先生から「1灰菜ちゃんは、私が教師になりたて

の頃の了どもたちみたいです、、あのころの子たちは、

『だれか手伝って』とひと声かけるとみんな手伝って

くれたものです、、今は『手伝って』といっても、無祝

するr一が多くなりました。その叩で咲菓ちゃんは、さ

っと来てくれるんですよ」と．注われました。できるだ

け而．倒なことはしたくない、関わりを持ちたくないと

いう子どもが増えてきています：、それは、まさに私た

ち大人社会のまねをしているからでしょケ．

　咲菜は、長いこと同級生の友だちができませんでし

た／．t集団に馴染めず、先生も心配して声をかけてドさ

ったようです．イジメにもあいました、、そのような中

で、困っている人に1．1を向けるやさしさが培われてい

ったようです．，小学校6年の頃は近所のお年寄りにお

弁当を届け、Ill学生になると不登校の生徒に電話をか

けたり、高校生になると、自分のように親に捨てられ

た子の話しを聞く仕事がしたいと細祉の学校をめざす

ようになりました。現在、杜会福祉を学び、ボランテ

ィア活動に励んでいる咲菜の姿を見ていると、目標を

持って生きる力がみなぎっているように感じられま

す。

　今、r・どもに個室が与・えられ、ゲーム機器をはじめ、

携帯電話やパソコン・テレビ等を取りそろえている家

庭もめずらしくなくなりました、、「あなたが、ほしい

というものすべて与・えてきたでしょ」と親は言うので

す。親としては、かなりの投資をして、子どもの環境

を整えてきたつもりでも、r・どもはそれで満足してい



ません，．かえって携帯電話に依存しすぎ、疲れ切った

顔で誰からメールが来ているか、たえず’チェックする

姿をどこでもHにするようになりました

　我が家でも、llX菜が中学生の頃から携帯電話がほし

いと訴え、しばしば親∫・で話し合いました．，私は「本

’｜］に必要なものなの？だれがお金を出すの？」聞きま

した．するとr・どもは、友達1司1：のコミュニケーショ

ンに絶k・j’欠かせないものだとi　i’い張ります．そこで、

Jtがll1問案を川しパソコンでメールができるようにし

ました．．

　その時、携帯電話を買うのだったらrl分で費川をlli

すように約束させたのです、t糸1「iL，j、　ll、’ii校2年の終わり

からアルバイトで貯金をし、白分で気に人った携帯を

買ったのは、高校3年の夏でした、高校生にしては、

遅い方でしたが、なければないで過ごせるものです．：

携帯電話がなくても友達はたくさんいましたその後、

自分で維持・管∫lllをし、費川の面で今のところ私達に

頼ることはしていません

　金銭感覚は、各家庭によって迫うものです．ある家

庭では食費に，Tcきを置いたり、教育費に注ぎこんだり、

被服費にお金をかけるなど様々あります、，それゆえ経

済が活性化するのですが、了・どものうちは、決められ

た小遣いの中でやりくりする術を身につけてほしいと

願いました、　tt

　私はよく子どもに買物を頼みます、、例えば500　1ilを

渡して、「レタスと人根と食パンを買ってきて、余っ

たらアイス買っていいから．」と　はじめは、近くの小

売川で買っていました，．ところが、もっと足をのばせ

ばスーパーマーケットの万が安いと気が付きます　そ

のうちなん軒かのお店を川って、f直段を比較し、安く

てたくさん買える方法をとるようになります，r一ども

にしてみれば3桁のたし算ですから、学校の勉強より

実際的です．．余ったらアイスが買えるのも魅力になり

ます　これも、ひとつの金銭教育になるでしょう　そ

〔特集］1了・どもの育ち，1｝こ今何が必’茨か

して、できたら褒めるようにします。

　このようにほんの・例ですが、n常の」1《で親と1’・が

よく話し合い、伝えていく小さな積み取ねが、f’ども

の成長には欠かせない経験につながります．

　ll本の社会が便利になればなるほど、　HとMを合わ

せてなまの声で行き）kする会話が失われているように

思います，，それは、命令でも禁1ヒでもなく、祁手の話

をよく聞きそれに応え、その∫・の講三fll6が高められるぼ

いかたとぼえるかもしれません．、

　1｝莱は、∫二どもの心を傷つけるtt両刃の剣”にもな

れば、心を癒し繕う役測も果たします．、私たち人人が

発するば動が、子どもたちに人きな影響を及ぼすこと

を考えると、今のr・どもの問題は私たち大人に原因が

あるともぼえるでしょう　私たち大人は、日頃のri動

に気をつけ、r一どもたちの健全な成長を促したいもの

です．

参杉図II｝：

tll：ld［1却1は200・1）［こころの診療室」（口本基｜『F教1・川h版局｝

キーワード：就学猶予

　学校教育法では、第22条に就学の義務を規定し、教育を

受ける権利を全ての国民に保証している。一方、病弱等によ

る就学義務を一時的に猶予・免除する規定が第E3条に記さ

れている。新生児医療の進歩により多くの未熟児の命が助か

るようになった昨今、発達の遅い子どもの就学猶予が、現場

の理解不足、憎報不足により一般化していない。2003年

の中央教育密議会では「就学の弾力化」が検討された。
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．国園旦巳靖ち』1こ銅が腰力・

　　さまざまな養育の場から

L

母子生活支援施設における
　　　　　　　子育ちを考える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおまちち　え　こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　江戸川殴・風襯荘鰍長大町千恵子

1．はじめに

　児童福祉法第38条に「・母子生活支援施設は、配偶者

のない女子又はこれに準ずる事情にある女子及びその

者の監護すべき児童を入所させて、これらの者を保護

するとともに、これらの者の自立の促進のためにその

生活を支援し、あわせて退所した者について相談その

他の援助を行うことを目的とする施設とする」と規定

されています。母子世帯になって困った時に、適当な

期間、施設を利用して生活の立て直しをする、いわば

通過施設といえます。そして退所後もアフターケアが

受けられます。

　全国に269施設あり、定員の総数は約5，400世帯で

す。平成15年の厚生労働省「全国IY子世帯等調査」に

よれば、母子世帯の総数は、1．225．400世帯ですから、

全体のわずかO．4％の方々が利用しています。

　東京都内には37施設あり、定貝は約77011ヒ帯です。

東京都社会福祉協議会・母子福祉部会の平成18年4月

調査によれば、

（D母子世帯になった理lhは、

　利用者の約6翻が離婚。2割が非婚。1割が家出。残

りの1翻が、離婚手続き中・遺棄・別居・事実婚解

消・配偶者が拘禁状態等です。

（2）施設入所の直接の理山は、

　利用者の約6掘が経済的な理由で利用しています。

離婚後、アパートの家賃が払えなくなったり、その後

の生活が困難になるからです。そして、残りの4割弱

が夫等の暴力が理由で利用しています。

（3）利用期間は、

　おおむね2年から3年です。短期間で生活の立て直

しができて、退所の準備が始められる世帯と、生活課

題が重複していて、当分の間支援を必要とし、自立退

所までに長い時間を要する世帯とに二極化していま

す。

（4）子どもの年齢は、

　利用者の約4捌強が就学前の子どもです。4捌が小

学生。2割弱が中学生・高校生です。年齢相応の生活

課題や支援の課題がそれぞれにあります。

　母子生活支援施設では、母親が得た労賃やその他の

収入で生活します。子ども達は、地域の保育所や小学

校・学童クラブ・中学校・高等学校に通います。保育

所や学童クラブでの保育を補完するために、未入所児

保育、放課後保育、早朝・夜間保育、病児・病後児保

育、送迎等の補助保育を行っています。また学習指導

や行事、さまざまな日常の生活を通して子ども達の健

やかな発達・成長を支援しています。

2．温かなまなざしが心を育む

　Aちゃんは、両親の離婚後数年の問、｝罪親とアパー

トで暮らしていました。母親の仕聯はパートで、十分

な収入はなく、家賃を滞納して、立ち退きを迫られる
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ことになったのです．．tag’zaが困って区役所に相談する

と、’1］所を紹介されました、，＊E　r一で施設の見学に来た

のは、Aちゃんがll1学2年生になoてからでした、、　lrli

接室で名前を尋ねると、111分から挨拶ができました。

　母親から「うちの∫・はあまり学校に行ってないんで

すが、構いませんか？」と話がでると、隣に座ってい

た七一ラー服のAちゃんも、気まずそうに頷いていま

した　「行ける時は登校して、休む時は部屋に居てよ

いですよ．その時は職貝に伝えて、学校にも述絡して

ください、．’1］所では職貝と・緒に勉強もできます，，高

校生への憧れはありませんか．－li所からは今の中学佼

が遠くなるので、転校して新しい学校でやり直すのか、

慣れた今までの所へ通学するのかをちえておいていて

ください」と、話しました　Aちゃんが「遠くなるけ

ど頑張ってみます．．．学校へは歩いて行けますから」と

返びしたので、「しばらく様∫・をみて、また夏休みに

杉えることにしましょう」とその日の話は終わりまし

た、

　人所のH、「近いし、お金もないから、無料パスが

利川できるバスで、何回か往復して荷物を運びます」

と話し、実際にその範囲の引越しをしたのです，テレ

ビも冷蔵庫も洗濯機もなく、炊飯器や食器の類まで当

施設で貸川しました、アパー一トで暮らしていたという

割には、どんな暮らしぶりだったのだろうと考えさせ

られる引越しでした。

　人所後、Aちゃんは休んだり、遅刻が多かったけれ

ど、それでも登校時問には1剛1艮で「行ってきます」と

学校へ行き、職貝の顔を見ると、ニコニコして挨拶も

できました、、母親からも川勤時に、八ちゃんが休むこ

とや遅刻の連絡を受けていました，．、職員としては、多

少不登校ぎみではあるけれど、それでも登校している

ものと安心していましだ　t／

　ところが夏休みに人ったあるilのこと、「親f’が当

所で生活しているか」と、児．1財口談所から照会を受け

［特集．1『r一どもの育ち」に今何が必要か

たのです　「全く登校しておらず、住所ω1∫fl三所｝は引

き払っており、連絡がとれずに行方不明状態なのだ」

と聞き、驚きました．，11「1：接、叩学校の話を聞いてみる

と、1年生の時に数llll登校しただけで、2年生になる

と全く登校してないことがわかりました．、㌧［速、親了・

と話し合いを持ちました。児rli：相談所から照会のあっ

た内容をIE直に伝えると、親r一から「2学期から転校

するように下続きをとります」という、「葉を聞くこと

ができました

　始業式のll、親∫r・は近くの中学校に挨拶に行きまし

た．，その後は、休んだり遅刻しながらでも、保健室登

校を継続して、1隙貝とも勉強するようになりました

担任教諭と養護教諭がとてもよくしてくれて、必要な

時は、’loiJ’rの職Uとも述絡をとるようになりました．

3学期も終わる頃、校長先生に会うと「あの．s’・はよい

r一なんです．本来はiiE　JJもあり、これまでの川活に課

題があっただけなんです」と褒めてくださって、嬉し

かったことを思い川します、，周囲の大人達が八ちゃん

を大切に思っていることが、本人にも伝わっているだ

ろうと思われたからです、．．

　3年生になると、教室への普通登校になりましたL

Aちゃんに「高校へ進学したい」というは・）きりとし

た［li標ができたので、職nが毎朝、起こし、登校を促

すようにもなりました，．「こんなじゃ高校には行かれ

ない、、．お前（i：t）のせいだ」と、親1㌘ll∬曄の人きな声

が廊ドまで漏れて聞こえるHもありました．．登校でき

なかった過去のr1分への怒りと、学力の遅れへの不安

が交錯している様子でした、．職鎖が仲裁することもあ

りました、t夏休みからは塾通いも始まり、家でも勉強

するようになりましたLそして「試験当llの成績がよ

ければ、合格する1‘r能性はあります」という担任教諭

の1．「菜のとおり、本人の希望がill’・，て、高校に進学す

ることができたのです。「進学したら、今までのrl分

とは違う自分になりたいんだ．、やり11’1：したいんだ」と
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［特剰『r一どもの育ち」に今何が必要か

Aちゃんは話していました，、

　高校坐になってから都営住宅に転居して当所を退所

していきましたが、その年の暮れ、引：’1［納めの日に、

叩学校の元担任教諭から「Aちゃんは、高校を続けて

いますか，、思い川したので連絡しました」と電話をい

ただきました。改めて、ありがたいと思いました，．施

設の職貝だけでは、Aちゃん親f’を支えることはでき

なかったでしょう，周囲の方々の温かなまなざしが、

夢を育て、実現させたのだと思います．Aちゃんを大

切に思い、いつも笑顔で見守る姿勢が、関係者の共通

のものであったからこそ、自分を人切にする気持ちが

Aちゃんにも育っていったのだろうと、当時を振り返

ることができます，、

3．優しさが心を育む

　Bちゃんの母親は妊娠中から夫の暴力を受けていま

した。やがて母親だけでなく、Bちゃんへの虐待がみ

られるようになり、離婚したいと考えるようになりま

した。実家に戻った時期もありましたが、当所での生

活が始まったのは、それからしばらく後のことです、．

Bちゃんと111会ったのは、保育園の年長の時でした

　母親は、Bちゃんにはなんでもできるr一に育ってほ

しいという期待があって、小学生になると家‘∬を］三伝

わせ、習い’∬をさせるソ∫、叱る時は怒鳴ったりltl］い

たりする厳しい対’応でした。物を投げつけることもあ

りましtJ，、パートで｜二場で働く母親は、いつも、イ1：事

は大変だ、辛いと職貝に話していました，，時々Bちゃ

んが何か「問題」を起こすと、「私はこんなに頑張っ

ているのに、どうしてBちゃんはそんなことになるの、

私はたいへん。’Pい、恥ずかしい、、どうしてなの、ど

うすればよいのかわからない」と嘆き、叱るのでした，，

でも叱った後で「心が痛い」と職貝に話すのでした，．

　Bちゃんは、IY親に叱られるのが嫌で嘘をついたり

隠し’∬をしている様r一が、職貝にも少しずつ見えてき
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ました．．母親とBちゃんの思いはスレ違って、その溝

はどんどん広がっていきました。r一ども1司1’rの遊びの

場面でも、［’［分より弱いr・を統制したり、職nの1．1が

届かない所で意地悪な言動がでてきましたt）施設内で

は幼児から「Bちゃんこわい」と言われ、他の母親か

ら「Bちゃん、こんな’∬をしていたんですよ。初めて

じゃないですよ、．ウチだけじゃないですよ．なんとか

してください．、Bちゃんの母親はこの事を知ってるん

ですか。いつも怒るぱっかりで、謝らないで，．だから

Bちゃんがああなんでしょ」と、非難されるようにな

りました、、Bちゃん親r・をかばうことも、かといって

話せばr想以1：に厳しく叱るので、Bちゃんの母親に

話す事もできず、職員は悩んでいました．

　Bちゃんには、「よい’∬と悪い’∬は、どこに行って

も変わらない。職貝はBちゃんをとても優しいよいr

だと思っている。お母さんもBちゃんのことを大好き

だし、大切に思っている、，けれど、たった・つ、嘘を

つくことだけは悪い。直さないとね，、悪い事をしたり、

嘘をついても、バレないと思っているかもしれないけ

れど、必ずわかってしまうものだからね。Bちゃん、

優しく．優しくね」と、tlCあるごとに、いつも同じ・tJf

を伝えました．、

　母親に対しては、「嘘は叱っても治らない。Bちゃ

んは優しいよいr・ですから、話を終りまで聞いてあげ

てください」と、お願いしたものでした，

　Bちゃんは、好きな職貝と］対1で過ごす時は、と

てもよいr・でした。機嫌のよい時は、とても優しい∫一

でした、できるだけ誉めてあげるようにしました，、B

ちゃんが気持よく過ごせることが、施設内の他の児童

にも大きく影響するので、Bちゃんの心の安定に配慮

しました、．Bちゃんが、　r一ども同1で遊ぶことが好き

で、その場を仕切ることが好きなのは、Rl：話好きな優

しさの表われでもありました。自分の思い通りにしよ

うとすることが、他の子ども達には迷惑なのが、わか




